
 

議会報告会実施報告書（第１部） 

日  時 令和４年１１月１３日（日） １０時００分～１２時００分 

開催方法 対面（第１議会委員会室） 代表者 竹村 雅夫 

出席議員 
竹村 雅夫、桜井 直人、北橋 節男、杉原 栄子、吉田 淳基 

(佐賀 和樹、大矢 徹) 

役割分担 

報告者   北橋 節男 

司会 竹村 雅夫 挨拶 委員長 竹村 雅夫 

受付 吉田 淳基 案内 杉原 栄子 

参加人数   ４３名（議員５名、大学生２３名、高校生４名、中学生７名、一般４名） 

経過記録 

開 会 （１０時００分） 

 説  明 （１０時００分～１０時１０分） 

 意見交換 （１０時２０分～１１時２５分）※休憩１０分含む 

 講  評  （１１時２５分～１１時４０分） 

閉 会 （１１時５０分）議場にて集合写真撮影後、解散 

意見交換の概要 

(主な意見･質問

等及び答弁) 

テーマ【スポーツ】をテーマにグループに分かれて意見交換を行った。６～

７名のグループに分かれ、意見交換を行った。・ラウンド毎にメンバーを入れ

替えながら課題を抽出し、その解決について話し合い、それを踏まえた新たな

取り組みを出し合った。 

 

〇主な意見 

・誰でも参加しやすいスポーツを（多様性を意識する） 

・障がいをもつ人も一緒に参加できる競技を。 

・「藤沢なら～」というスポーツを作る。 

・プロスポーツ選手をよんで、交流増やしてほしい 

・マリンスポーツ以外のＰＲが足りない 

 

〇課題に対する解決方法等 

・アプリを活用すべき 

・ポイント制を導入するなどの試み 

・バリアフリーを配慮した施設に 

・体育館に冷暖房設備をつける。 

・無料体験を行う、スポーツに必要道具を提供するなどを行う。 

その他(今後の

課題･感想等) 

・中学生・高校生もしっかり発言され、スポーツへの関心が高いと感じた。 

・開始前の雑談で大学生や高校生が和んでくれた。一般は具体的でわかりやす

い発言だった。 

 

広報広聴委員会委員長 様 

 令和４年１２月 １日 

 上記のとおり開催しましたので報告します。 

 

 北橋 節男          

 



 

議会報告会実施報告書（第２部） 

日  時 令和４年１１月１３日（日）１３時３０分～１５時３０分 

開催方法 対面（第１議会委員会室） 代表者 栗原 貴司 

出席議員 
栗原 貴司、山内 幹郎、谷津 英美、平川 和美、柳田 秀憲 

(佐賀 和樹、大矢 徹) 

役割分担 

報告者 山内 幹郎 

司会  栗原 貴司 挨拶 議長 佐賀 和樹 

受付  谷津 英美 案内 平川 和美 

参加人数 ３３名（議員５名、大学生２３名、一般５名） 

経過記録 

開 会 （１３時３０分） 

 説  明 （１３時３０分～１３時４０分） 

 意見交換 （１３時４０分～１５時００分）※休憩１０分含む 

 講  評  （１５時００分～１５時２０分） 

閉 会 （１５時３０分） 

意見交換の概要 

(主な意見･質問

等及び答弁) 

テーマ【市民会館】をテーマにグループに分かれて意見交換を行った。６～７名のグ

ループに分かれ、意見交換を行った。ラウンド毎にメンバーを入れ替えながら課題を抽

出し、その解決について話し合い、それを踏まえた新たな取り組みを出し合った。 

１課題 

・人数少ないと予約しにくい。    ・１年先など予約が早すぎる。 

・ＬＩＮＥ以外のＳＮＳを拡げてほしい（周知方法） 

・皆が気楽に使えるように      ・藤沢らしさ、強みがわからない 

・若者の利用が少ない        ・「市民会館」名前に親しみがない 

２理想 

・明るいイメージつくり、いこいの場になるように 

・障がい者が使いやすいように施設をバリアフリーに 

・用事がなくても行きたくなるような施設 

・文化と身近なくらしの結びつきを高める。 

３具体案 

・いつもロビーに人がいるようにする。・イベントの量やジャンルの多様化 

・年 1回の市民会館まつりを実施   ・世代別、世代間交流を増やす試み 

・シャトルバスやスロープ等の工夫を ・常設展示の工夫をする（藤沢らしさ） 

・ポイントカード、スタンプラリー活用・友の会をつくる 

・クラウドファンディングをする   ・新時代の藤沢をさがす取り組み 

その他(今後の

課題･感想等) 

若者らしい意見がいろいろでて、次第にイメージがまとまってきた。 

一般参加者４名は少なかった。生徒、高校生を集めるには、もっと早くから 

企画する必要があるのでは。 

広報広聴委員会委員長 様 

 令和４年１２月 １日 

 上記のとおり開催しましたので報告します。 

                           山内 幹郎            


